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引書に準拠して実施した。 

 

 

５．地元への貢献等 

(1) 地元への貢献 

 地元企業への貢献のひとつに、写真-6 に示すような震災直後の復旧活動を積極的に実施した。また、地元

企業との連携による貢献を実施した。具体的には、地元（岩手県内）建設会社への再委託、地元建設会社の継

続的発展に寄与するための

教育の実施、宿泊施設には久

慈地区の国民宿舎を活用、委

託業務活動に関わる調達品

は、地元の販売店から購入、

地元行事等への参加協力を

通じて久慈地区のまちの活

性化に貢献などである。 
 

(2) 地元との交流 

 災害廃棄物の処理業務を地域の皆様にご理解頂くための現場での取組のひとつに、地元（野田村小学校）の

子供達が平成 25 年 1 月に描いてくれた絵を掲載した（写真-7 参照）。テーマは、『野田村の未来』と題して、

「こんな村になって欲しい」「野田村の好きなところ」を子供達の視線で自由に描いてもらった。ほのぼのと

写真-5 一次仮置場の返還作業状況 

返還作業（保管している処理物の撤去） 返還作業（盛土） 

写真-6 震災発生当初の貢献状況 

４５号の啓開状況 
「さけますふ化施設」等の瓦礫撤去

写真-4 二次仮置場の設備解体・撤去状況 

解体作業（初期段階） 解体作業（完了段階） 
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した作品は、野田村の明るい未来の象徴として現

場関係者以外の地元の皆様へも温かい気持ちで

受け入れられた。また、これらの作品は、上述し

た現場ＨＰでも紹介し、多くの方々に閲覧して頂

いた。 

 

 

 

 

 

 

６．おわりに 
久慈地区は、一次仮置場が分散している、一次・二次仮置場（米田）のヤードが狭い、国道 45 号と三陸鉄

道に近接した中での処理であり、さらに米田の二次仮置場は河川（米田川）や生活道路が横断しているなど、

仮置場の地形的なハンディを克服した現場として、様々な制約条件下で無事故で処理完了することができた。

これらの方法を具体的に紹介することは、今後の貴重な情報として参考になるのではないかと考えている。 
不燃物は今後本格的に始まる復興事業に復興資材として有効活用することが期待される。有効活用に当たり、

不燃物中に混在する細かな木材片などの扱いに課題はあるものの、再利用するための基準作りに加え、品質や

性状等を把握し、特徴に応じた様々な利用方法の検討が望まれる。地盤工学会（東日本大震災対応調査研究委

員会：地盤環境研究委員会）では、実証実験も含め復興資材の有効活用方法についての取組 5)が継続的に実施

されており、岩手県関係者も連携しこれらの動向に期待している。その試みのひとつとして、岩手県では地盤

環境研究委員会の監修で復興資材活用マニュアル 4)を提示し、復興資材活用についての指針を示している。 
また、広域処理については、搬出側と受入側の認識のギャップを埋めるべく、受入側の住民への配慮が大き

なポイントとなった。破砕・選別作業による処理物の品質、搬出・運搬・納入までを含めた統合管理を確実に

行い、安全な物だけを安全に搬出していることを丁寧に説明し、広く理解を得ていく対応に努めた。  
本論文の執筆にあたり、松本実氏、佐々木秀幸氏をはじめとする岩手県環境生活部の方々の協力を得た。記

して謝意を表する。 
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写真-7 地元子供達の絵を現場（二次仮置場）に掲載


